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ICTを利用した教育方法と教育課程の課題と展望
─ 教職希望の大学生の経験と意識を中心に ─
The Current Status and Problems in 
Educational Methods and Curriculum using ICT
Focused on the experience and the knowledge of the University Students.
浦　野　　　弘・松　永　幸　子

















































































































































































































































































































































国語 社会 算数 理科 生活 音楽 図画工作 家庭 体育 外国語
第１学年 306 136 102 68 68 102
第２学年 315 175 105 70 70 105
第３学年 245 70 175 90 60 60 105
第４学年 245 90 175 105 60 60 105
第５学年 175 100 175 105 50 50 60 90 70
第６学年 175 105 175 105 50 50 55 90 70
特別の教科道徳 外国語活動の授業時数 総合学習 特別活動 総授業時数
第１学年 34 34 850
第２学年 35 35 910
第３学年 35 35 70 35 980
第４学年 35 35 70 35 1015
第５学年 35 70 35 1015
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という学校相互間の交流も期待されている。
　電子黒板やパソコンの使用頻度が上がれば、
各教科の教育内容に変化をもたらすだろう。
たとえば、これまで日本の初等教育で重きを
置かれていた「漢字の書き順」などは、その
指導の内容や方法が再検討される可能性もあ
ろう。このような意味でも、国語の教育内容
に影響を与えることが予想される。これまで
の教材を取捨選択しながらICT教育を取り入
れていく課題がある。
　また、第１章でも述べたように、教職を目
指す学生たちも、現職教員と同様なICT研修
の必要性を感じていた。学習指導要領におい
ても、学内でコンピュータが常時使用できる
ような環境を整備するとともに、近隣の学校
との相互交流が提示されていた。
　そのような中、小学校での教育実践で世界
的に高い評価を得ている金森俊朗は、「手紙
ノート」を子どもたちに書かせるなど、「触れ
合い」を大切にした教育方法を重視し、金森
実践のベースとなっている「生活綴方」を世
界教育遺産といえるものであると絶賛してい
る。
　今後のICT教育については、教員の研修時
間の確保や、伝統的な教育遺産を基とする教
育方法との最適なバランスを教育課程の中で
どのように明確にしていくのかが課題となる。
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